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薬剤起因性消化管粘膜障害。宇都宮臨床セミナー、2012 年 11 月 1 日。宇都宮

市 

 



41)大澤 博之：薬剤起因性消化管粘膜障害とその対策 ～抗血栓薬服用者に対す

る消化器内視鏡診療ガイドラインもふまえて～。芳賀郡市医師会学術講演会、

2012 年 11 月 15 日。真岡市 

 

42)大澤 博之：上部消化管疾患の最近の話題・FICE、BLI による内視鏡診断・

薬剤起因性消化管粘膜障害。第 2 回 真岡消化器病研究会、2012 年 11 月 21 日。

真岡市 

 

43)大澤 博之：消化器内視鏡における実臨床の学識教育講演（レーザー内視鏡

検査の実際）。内視鏡実臨床実践講座、2012 年 12 月 15 日。宮城県仙台市 

 

44)大澤 博之：消化器内視鏡における実臨床の学識教育講演（レーザー内視鏡

検査の実際）。内視鏡実臨床実践講座、2012 年 12 月 21 日。福岡県福岡市 

 

45)坂本博次：マウスにおける消化管細菌叢の解析。第 11 回自治医科大学シン

ポジウム、自治医科大学、2012 年 8 月 31 日 

 

46)佐藤貴一：（コメンテーター）ネキシウム発売一周年記念講演会、宇都宮市、

2012 年 11 月 30 日 

 

47)新畑博英：大腸腫瘍 内視鏡診断・治療の up to date ここまでできる内視鏡

治療。芳賀地区病診連携懇話会、真岡市、2012 年 6 月 8 日 

 

48)新畑博英、山本博徳、砂田圭二郎、井野裕治、林芳和、佐藤博之、三浦義正、

矢野智則、坂谷貴司、福嶋敬宜：ESD による治癒切除 1 年後に局所再発を来し

た早期直腸癌の 1 例。第 16 回栃木県腸疾患研究会、宇都宮、2012 年 10 月 6

日 

 

49)菅野健太郎：（日本語版監修：消化管）MKSAP [消化器病学・肝臓病学] 日

本語版 No.1、ヘスコインターナショナル、2012 年 11 月 30 日発行 

 

50)菅野健太郎：（序文）MKSAP [消化器病学・肝臓病学] 日本語版 No.1、ヘス



コインターナショナル、2012 年 11 月 30 日発行、P.2 

 

51)菅野健太郎：（序）Helicobacter Research 16(6): 488-489, 2012 

 

52) 菅野健太郎：（編集後記） Review of Gastroenterology & Clinical 

Gastroenterology and Hepatology 7(1): 69-70, 2012 

 

53)菅野健太郎：（編集主幹代表）Review of Gastroenterology & Clinical 

Gastroenterology and Hepatology 7, 2012 

 

54)菅野健太郎：(監修)「胃潰瘍」・「十二指腸潰瘍」にならないために。資料、

2012 年 7 月作成 

 

55)菅野健太郎：FOCUS-「消化器のひろば」発刊に寄せて。消化器のひろば（日

本消化器病学会の健康ニュース）秋号(1): 2, 2012 

 

56)菅野健太郎：VOICE-正しい知識で「薬剤性潰瘍」と向き合う。Next Life 春

号 Vol.3: 1-2, 2012 

 

57)菅野健太郎：（監修：上部および下部消化管）DDW Daily News 日本語版

2012 

 

58)菅野健太郎：（序文）整形外科診療のための NSAIDs 処方ハンドブック（編

集：岩本幸英、菅野健太郎）先端医学社、2012 年 8 月 20 日（第 1 版第 1 刷発

行）、P.3-4 

 

59)菅野健太郎：（特別講演）酸関連疾患治療の進歩と展望。第 6 回鹿児島 GI

フォーラム、鹿児島市、2012 年 3 月 29 日 

 

60)菅野健太郎：（会長講演兼理事長講演）トランスサイエンス時代の消化器病

学。第 98 回日本消化器病学会総会、東京、2012 年 4 月 20 日 

 



61)菅野健太郎：（特別発言）特別企画：ICD-11 改定への道。第 98 回日本消化

器病学会総会、東京、2012 年 4 月 20 日 

 

62)菅野健太郎：（サテライトセミナー：特別発言）新しい光が切り拓く内視鏡

診断の世界。第 83 回日本消化器内視鏡学会総会、東京、2012 年 5 月 12 日 

 

63)菅野健太郎：（特別セミナー）機能性ディスペプシアの考え方：消化器内科

からの提言。第 53 回日本心身医学会総会・学術講演会、鹿児島市、2012 年 5

月 25 日 

 

64)菅野健太郎：（教育講演）抗血栓療法と消化管出血。第 34 回日本血栓止血学

会学術集会、東京、2012 年 6 月 8 日 

 

65)菅野健太郎：（ランチョンセミナー）PPI 長期投与における安全性とその対

策について。第 34 回日本血栓止血学会学術集会、東京、2012 年 6 月 8 日 

 

66)菅野健太郎：（ランチョンセミナー）薬剤起因性消化性潰瘍の予防。潰瘍病

態研究会 第 21 回フォーラム、横浜市、2012 年 8 月 18 日 

 

67)菅野健太郎：（特別講演）酸関連疾患の治療の変遷—PPI を中心にー。タケ

プロン発売 20 周年記念講演会、宇都宮市、2012 年 9 月 28 日 

 

68)菅野健太郎：（特別講演）ヘリコバクター・ピロリ感染の検査診断とその意

義。第 30 回関東臨床免疫化学研究会、東京、2012 年 10 月 27 日 

 

69)菅野健太郎：（特別講演）NSAIDs 潰瘍の予防。第 1 回整形外科エキスパー

トカンファランス、自治医科大学、2012 年 11 月 21 日 

 

70)菅野健太郎（司会）、紺野愼一、坂本長逸、山田治基：（座談会）NSAID 投

与患者における消化管傷害対策の標準化を目指してーNSAID 治療を継続する

ためにー。整形外科 63(13): 巻末、2012 

 



71)砂田圭二郎：（症例検討）レミケード 10mg/kg 増量投与症例の検討。第 2 回

IBD Clinical Seminar in 栃木、宇都宮市、2012 年 3 月 9 日 

 

72)砂田圭二郎：小腸大腸内視鏡の最近の話題—ダブルバルーン内視鏡を中心に

ー。第 52 回おやま薬・薬連携研修会、小山、2012 年 11 月 15 日 

 

73)砂田圭二郎：ダブルバルーン内視鏡の現状とこれから。第 15 回富山消化器

病最前線、富山、2012 年 11 月 25 日 

 

74)高岡良成，礒田憲夫，東澤俊彦，渡邊俊司，廣澤拓也，津久井舞未子，大竹

俊哉，宮田なつ実，藤枝 毅，長嶺伸彦，眞田幸弘，安田是和，田中 亨，福

嶋敬宜，菅野健太郎：問題症例検討会 3．第 48 回日本肝癌研究会，金沢市，2012

年 7 月 20 日．（第 48 回日本肝癌研究会プログラム・抄録集：p164．） 

 

75)竹澤敬人、林俊治、笹原鉄平、三浦義正、林芳和、佐藤博之、矢野智則、砂

田圭二郎、平井義一、山本博徳、菅野健太郎：ヒト腸管スピロヘータ症の臨床

的および細菌学的なリサーチ。第 11 回自治医科大学シンポジウム、自治医科大

学、2012 年 8 月 31 日 

 

76)冨山剛：（実技指導）実技セミナー：腹部超音波検査法。第 98 回日本消化器

病学会総会、東京、2012 年 4 月 21 日 

 

77)牛尾純：（Lecturel）十二指腸乳頭部腫瘍の内視鏡治療。第 14 回胆膵イブニ

ングセミナー、自治医科大学、2012 年 11 月 21 日 

 

78)牛尾 純，玉田喜一，和田伸一，大橋 明，畑中 恒，矢野智則，菅野健太

郎，阿藤一志，志村国彦，佐田尚宏，福嶋敬宜，弘中 貢：2年間の経過が追え

た TS1 膵癌の 1 例－Peutz-jeghers 症候群に合併した症例－．第 21 回東京膵臓

研究会，東京，2012 年 11 月 10 日．（第 21 回東京膵臓研究会プログラム：p9．） 

 

79)渡邊俊司：（講演）自治医科大学附属病院における 3 剤併用療法の使用経験。

栃木 C 型肝炎フォーラム、宇都宮市、2012 年 11 月 7 日 

 



80)山本博徳：（序説）バルーン内視鏡のすべて。消化器内視鏡 24(6): 962-963, 

2012 

 

81)山本博徳：（講演）小腸病変の診断と治療。第 23 回日本消化器内視鏡学会関

東セミナー、東京、2012 年 1 月 21 日 

 

82)山本博徳：（ランチョンセミナー）ESD の手技とコツ -SAFEKnife 使用も含

めて-。第 21 回日本消化器内視鏡学会四国セミナー、高知市、高知、2012 年 1

月 22 日 

 

83)山本博徳：（講演）消化器がんの最新内視鏡治療。自治医科大学附属病院地

域医療連携研究会 がん診療と地域連携、宇都宮市、2012 年 1 月 28 日 

 

84)山本博徳：（講演）小腸内視鏡の診断と治療 (Double-Balloon Method)。第 7

回上級早期胃癌診断コース、東京、2012 年 2 月 13 日 

 

85)山本博徳：（講演：Mini Lecture）大腸 ESD:切る!操る!Expert テクニック! 

Next TV Symposium、東京、2012 年 2 月 13 日 

 

86)山本博徳：（講演）田辺三菱製薬㈱社員向け講演会、東京、2012 年 2 月 16

日 

 

87)山本博徳：（特別講演）ESD と DBE の開発と最新の話題。能登地域医療研

究会 第 6 回イブニングセミナー、七尾市、石川、2012 年 2 月 17 日 

 

88)山本博徳：（指導医：ESD ハンズオン・セミナー）ESD デバイス研究会 ハ

ンズオン・セミナー in 東京、東京、2012 年 2 月 19 日 

 

89)山本博徳：（特別講演）ESD と DBE の開発と最新の話題。第 4 回千葉小腸

大腸研究会、千葉市、千葉、2012 年 2 月 23 日 

 

90)山本博徳：（特別講演：ランチョンセミナー）SAFEKnife を用いた安全かつ



迅速な ESD。ESD デバイス研究会ハンズオン・セミナー in 高松、高松市、香

川、2012 年 2 月 25 日 

 

91)山本博徳：（ライブデモ）ESD デバイス研究会ハンズオン・セミナー in 高

松、高松市、香川、2012 年 2 月 25 日 

 

92)山本博徳：（特別講演）クローン病 内科治療における抗 TNFα抗体療法の位

置付け 兵庫医科大学の治療成績を中心に～。第 2 回 IBD Clinical Seminar in 

栃木、宇都宮市、2012 年 3 月 9 日 

 

93)山本博徳：（特別講演）小腸疾患の内視鏡診断と治療。第 14 回 SMS 臨床消

化器病研究会、東京、2012 年 4 月 7 日 

 

94)山本博徳：（ポストグラデュエイトコース）小腸疾患の診断と治療。第 98 回

日本消化器病学会総会、東京、2012 年 4 月 21 日 

 

95)山本博徳：（講演：VTR シンポジウム）安全かつ確実な大腸 ESD のコツ。

第 83 回日本消化器内視鏡学会総会、東京、2012 年 5 月 14 日 

 

96)山本博徳：（パネルディスカッション：特別発言）小腸内視鏡の現況と展望。

第 94 回日本消化器内視鏡学会関東地方会、東京、2012 年 6 月 9 日 

 

97)山本博徳：（講演）小腸内視鏡、カプセル内視鏡による診断。第 24 回日本消

化器内視鏡学会関東セミナー、東京、2012 年 7 月 22 日 

 

98)山本博徳：（ライブデモ）Endo-Skill Update 2012、佐久市、長野、2012 年

9 月 1 日 

 

99)山本博徳：（特別講演）小腸疾患の内視鏡診断と治療。第 23 回川口消化器病

懇話会、川口市、埼玉、2012 年 9 月 6 日 

 

100)山本博徳：（特別講演）DBE の歴史とその活用。三鷹消化器カンファレン



ス、東京、2012 年 9 月 15 日 

 

101)山本博徳：（特別講演）ダブルバルーン内視鏡の活用とそのコツ。Colon 

Forum、前橋市、群馬、2012 年 9 月 27 日 

 

102)山本博徳：（ライブデモ）新別府病院 ESD デバイス研究会ハンズオン・セ

ミナー、別府市、大分、2012 年 9 月 29 日 

 

103)山本博徳：（ライブデモ）ハンズオンコース。SPACE LAB 2012 KANSAI 

神戸市、兵庫、2012 年 10 月 14 日 

 

104)山本博徳：（研究報告）内視鏡機器・デバイスの開発及び早期臨床試験に関

する研究。がん研究開発費「内視鏡機器・デバイスの開発及び早期臨床試験に

関する研究」班 平成 24 年度第 1 回班会議、柏市、千葉、2012 年 12 月 14 日 

 

105)矢野智則：（招待講演）DBE による小腸狭窄の診断と治療。第 12 回東東京

消化器疾患研究会、東京、2012 年 2 月 23 日 

 

106)矢野智則：（招待講演）小児における DBE. 第一回小児小腸内視鏡検討会、

大阪、2012 年 7 月 15 日 

 

107)矢野智則：（招待講演）小腸内視鏡（カプセル、ダブルバルーン）。日本消

化器内視鏡学会セミナー、東京、2012 年 8 月 19 日 

 

108)矢野智則：（招待講演）ダブルバルーン内視鏡による内視鏡治療。第 11 回

小腸疾患研究会、岡山、2012 年 9 月 21 日 

 

109)矢野智則：（招待講演）ダブルバルーン内視鏡〜挿入のコツから応用まで〜。

タケプロン発売 20 周年記念特別講演会、弘前、2012 年 10 月 15 日 

 

110)矢野智則：（招待講演）ダブルバルーン内視鏡を用いた内視鏡治療。第 3 回

滋賀消化管研究会、滋賀県、2012 年 10 月 27 日 

 



111)矢野智則：（招待講演）小腸腫瘍性病変の診断と鑑別。第 6 回上海日中早期

胃腸腫瘍学術検討会、上海、中華人民共和国、2012 年 11 月 16 日 

 

112)矢野智則：（ランチョンセミナー）小腸出血の診断と治療。JGES 北海道セ

ミナー、札幌、2012 年 12 月 22 日 

 

113)吉澤充代：健診受診者における逆流性食道炎の危険因子の検討。第 40 回日

本総合健診医学会、東京、2012 年 1 月 20 日 

 

114)Sugano K: (Scientific Updates) Early Detection and Treatment of Gastric 

Cancer. The Hong Kong Society of Gastroenterology, December 2012 

 

115)Sugano K: Q &A: Benign, but not so harmless… Asian Pacific Digestive 

Week DAILY NEWSLETTER (ISSUE 3), December 8, 2012 

 

116)Sugano K: (Symposium) Screening strategies of GCA in Japan. The 2nd 

Asian Pacific Topic Conference: Asian Pacific Helicobacter Pylori Meeting 

2012, Kuala Lumpur, Malaysia, January 14, 2012 

 

117)Sugano K: (Summary) The summary of conclusions and items for action 

will be reviewed. The 4th Face-to-Face Meeting of the Internal Medicine TAG, 

WHO REPORT, Tokyo, Japan, February 9, 2012  

 

118)Sugano K: Topic to be advised. The Hong Kong Society of 

Gastroenterology: 31st Annual General Meeting, Hong Kong, China, March 8, 

2012 

 

119)Sugano K: (ANMA-IDD Conjoint Symposium) H. pylori gastritis, is it an 

organic or functional disorder?  The International Digestive Disease (IDD) 

Forum 2012, Hong Kong, China, June 9, 2012 

 

120)Sugano K:(Special Lecture) Prevention of gastric cancer: Helicobacter 

pylori and beyond. Annual Meeting of Professor Juei-Low Sung’s Research 



Foundation, Taipei, Taiwan, August 4, 2012 

 

121)Sugano K: (Symposium: Gastric microbiome) Gastric microbiota & 

nitrosamines. European Helicobacter Study Group (EHSG) XXVth 

International Workshop, Ljubljana, Slovenia, September 14, 2012 

 

122)Sugano K: Prevention of gastrointestinal adverse events from 

anti-thrombotic drugs. 2012 Chinese Congress of Digestive Diseases, 

Shanghai, China, September 23, 2012 

 

123)Sugano K: (Meet the Expert) Prevention of drug-induced Gastroduodenal 

Ulcer by PPI. Seoul International Digestive Disease Symposium 2012 

(SIDDS 2012) , Seoul, Korea, November 23, 2012 

 

124)Sugano K: (Symposium) Current Issues of Gastroenterology in Japan. 

Seoul International Digestive Disease Symposium 2012 (SIDDS 2012), Seoul, 

Korea, November 23, 2012 

 

125)Sugano K, Rugge M: Screening & prevention. Healthy Stomach Initiative 

Meeting Agenda, UEGW 2012, Amsterdam, The Netherlands, October 21, 

2012 

 

126)Yamamoto H:（Live Demonstration）14th Düsseldorf International Endoscopy, 

Düsseldorf, Germany, February 3, 2012 

 

127)Yamamoto H:（Lecture）Enteroscopy of small bowel polyps and strictures. 

14th Düsseldorf International Endoscopy, Düsseldorf, Germany, February 3, 

2012 

 

128)Yamamoto H:（Lecture）ESD: promising new tools and techniques. 14th 

Düsseldorf International Endoscopy, Düsseldorf, Germany, February 4, 2012 

 



129)Yamamoto H:（Lecture: ASGE Clinical Symposium）Treating small bowel 

lesions: What? Which tool? How? DDW2012, San Diego, U.S.A., May 19, 

2012 

 

130)Yamamoto H: （ Lecture ） State of art: Balloon-assisted enteroscopy. 

IDEN2012, Seoul, Korea, June 10, 2012 

 

131)Yamamoto H: （ Lecture ） Introduction: Obstacles of colorectal ESD. 

IDEN2012, Seoul, Korea, June 10, 2012 

 

132)Yamamoto H:（Lecture）Balloon-assisted therapeutic endoscopy for small 

bowel diseases. International Management Advanced Gastroenterology & 

Endoscopy (IMAGE), Milan, Italy, June 14, 2012  

 

133)Yamamoto H:（Live Demonstration）30th GEEW, Brussels, Belgium, June 19, 

2012 

 

134)Yamamoto H:（Lecture: Symposium）Endoscopic Submucosal Dissection 

(ESD): How should I start? 21st International Course on Therapeutic 

Endoscopy, Sao Paulo, Brazil, July 1, 2012 

 

135)Yamamoto H:（Lecture: Symposium）Enteroscopy: Complications. What 

should we do and avoid doing? 21st International Course on Therapeutic 

Endoscopy, Sao Paulo, Brazil, July 1, 2012 

 

136)Yamamoto H:（Live Demonstration）21st International Course on Therapeutic 

Endoscopy, Sao Paulo, Brazil, July 2, 2012 
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